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『骨髄バンクコーディネート期間の短縮とドナープールの質向上による造血幹細胞移植の 

最適な機会提供に関する研究』 

 

分担課題名：骨髄バンクコーディネートにおける効率化のための要因の探索 

 

研究分担者 吉内一浩 東京大学医学部附属病院心療内科／准教授 

 

研究要旨  

 本研究においては、ドナー登録者へのアンケート調査を行うことにより、ドナー理由

でコーディネート中止となる確率を減らすための要因を探索し、骨髄バンクコーディネー

トの効率化を目指すことを目的とする。方法としては、まず、ドナー登録者のうち、実際

にドナーとなった者、ドナー理由でコーディネート中止となった者に対して、インタビュ

ー調査を行い、幹細胞提供に至る過程での障害・行動制御要因を抽出する。そして、ドナ

ー登録者を対象として、上記で抽出された要因や、行動経済学的観点から必要と考えられ

る項目を含めた大規模アンケート調査を行い、中止ドナーと採取ドナーを比較することに

より、採取に至る確率を上げる要因を抽出する。今年度は、2015年度および 2016年度にコ

ーディネートが行われた 40歳未満の方 10,000名を対象に、2017年度にアンケート調査を

作成・送付を行ったところ、3,261名からの回答を得た。 

 

Ａ. 研究目的 

 骨髄バンクドナーからの非血縁骨髄移植に関して、

本邦においては、コーディネート期間が５か月間と長

い点が問題である。そこで、本研究においては、ドナ

ー登録者へのアンケート調査を行うことにより、ドナ

ー理由でコーディネート中止となる確率を減らすた

めの要因を探索し、骨髄バンクコーディネートの効率

化を目指すことを目的とする。 

 

Ｂ. 研究方法 

【１】インタビュー調査による調査項目の抽出 

ドナー登録者のうち、実際にドナーとなった者、

ドナー理由でコーディネート中止となった者に対し

て、インタビュー調査を行い、幹細胞提供に至る過

程での障害・行動制御要因を抽出する。 

 

【２】アンケート調査による骨髄バンクコーディネ

ートにおける効率化のための要因の探索 

ドナー登録者のうち、2015年度および 2016年度に

コーディネートが行われた 40歳未満の方 10,000名

を対象に、2017年度にアンケート調査の作成・送付

を行った。アンケート調査の内容は、【１】で抽出さ

れた要因や、行動経済学的観点から必要と考えられ

る項目を含め、中止ドナーと採取ドナーを比較する

ことにより、採取に至る確率を上げる要因を抽出す

る。 

 

＜倫理面への配慮＞ 

人を対象とする医学系研究に関する倫理指針に従

い、東京大学医学系研究科倫理審査委員会で承認を

受けた（審査番号 11862）。 

研究者は倫理審査委員会で承認が得られた説明文

書をドナー登録者に渡し、研究への参加について依

頼した。同意の拒否や撤回により不利益をこうむる

ことはないことも併せて文書にて説明した。 

 

Ｃ. 研究結果 

【１】インタビュー調査による調査項目の抽出 

 幹細胞提供に至ったドナー８名のインタビュー

が実施された。その結果、予想された通り、いずれ
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も高いモチベーションが維持されていた。また、献

血を数多くこなしており、骨髄提供に伴うリスクや

痛みへの不安については、大きな懸念は聞かれなか

った。ただし、対象者の多くの懸念要因としては、

仕事や生活面での調整であった。 

 

【２】アンケート調査による骨髄バンクコーディネ

ートにおける効率化のための要因の探索 

方法に記載した通りドナー登録者のうち、2015年

度および 2016 年度にコーディネートが行われた 40

歳未満の方 10,000 名に、2017 年度にアンケート調

査用紙を送付したところ、最終的に、回収 3,261名

（住所不明 872 名を除く、9,128 名に対し、回収率

35.7%）であった。 

回答者の内訳は、造血幹細胞の提供ありが 464名

で、提供なしが 2,789名であった。ドナーの意向に

関係のない理由で提供に至らなかった登録者を除

外し、造血幹細胞の非提供者 916名と提供者 464名

を比較したところ（全て単変量解析）、提供者の方

が有意に男性の割合が高く（p<0.001）、臓器提供の

意思表示を行なっている割合が高いという結果で

あった。また、適合通知時における「合併症に対す

る不安の強さ」は、提供者の方が有意に不安の強さ

が低かった。さらに、行動経済学的傾向としては、

有意に「行動規範性が低く（周りの人と同じだと安

心、とは思わない）」、「不平等回避の傾向が強い（他

人よりも利得が多くなることを避け、同じ利得を選択

する傾向が強い）」という結果であった。 

 

Ｄ. 考察 

 今年度は、アンケート調査票の回収および単変量

の解析を行った。提供者の方が有意に男性の方が提

供ありの割合が高かったが（p<0.001）、これは、女

性の方が育児などの家庭における役割が大きいた

めであると考えられた。また、提供者の方が臓器提

供の意思表示を行なっている割合が高いという結

果は、利他性あるいは互恵性が高い傾向であること

が示唆された。また、適合通知時における「合併症

に対する不安の強さ」は、提供者の方が有意に不安

の強さが低く、今後不安を低減するような工夫が必

要だと考えられた。さらに、行動経済学的傾向とし

ては、有意に「行動規範性が低く（周りの人と同じ

だと安心、とは思わない）」、不平等回避の傾向が強

いという結果であったため、提供率を上げるために

は「皆さんもおこなっています」というような介入

ではない方がよいということが示唆された。今後は、

さらに多変量解析を行い、提言につなげたい。 

 

Ｅ. 結論 

 コーディネートが行われた 10,000 名を対象に、

調査票の解析の結果、造血幹細胞の提供者と非提供

者の間には、いくつかの異なる傾向が認められ、今

後の介入につながることが期待される。 
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